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中 間 期業 績 予 想 修 正 に関 す る お 知 らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、本年１月１１日の期末期決算発表時に公表した平成１９年

１１月期中間期（平成１８年１２月１日～平成１９年５月３１日）の業績予想を下記の通

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
なお、通期業績予想の修正に関しましては、連結・単独ともに現時点では未定であり、予

想計数が固まり次第、必要な場合には速やかに公表する予定であります。 
記 

 

１．平成 19年 11月期中間業績予想数値の修正（平成 18年 12月１日～平成 19年 5月 31日） 
（連結）                          （金額の単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ６９，５００ １，４４５ ５８５ 
今回修正予想（Ｂ） ６８，５００ ５００ １３０ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △１，０００ △９４５ △４５５ 
増 減 率（％） △１．４％ △６５．４％ △７７．８％ 
（ご参考）前期実績（平成 18 年
11月期中間期） 

６６，４８３ １，４６２ ５７４ 

 
（単体）                          （金額の単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ４８，６７９ １，１３５ ５１５ 
今回修正予想（Ｂ） ４６，９００ １８０ ３０ 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △1，７７９ △９５５ △４８５ 
増 減 率（％） △３．７％ △８４．１％ △９４．２％ 
（ご参考）前期実績（平成 18 年
11月期中間期） 

４６，２４０ ８３９ ３６８ 

 



 
 
２．修正の理由 

営業収益は、専用便運送の稼動が伸長したものの、主に保管貨物や共同物流が伸び悩

んだことから、前回発表予想を下回ることを見通しております。 
利益面についても、営業収益の未達により当初計画していた合理化改善効果をあげる

ことができませんでした。また、保管などの効率を高める先行投資、荷役労務費およ

びパレット費用の増加などから、経常利益は５億円、当期純利益については１億３千

万円と、前回発表予想を下回る見込みであります。 
 

（注）上記の予想は、本日現在における入手可能な情報および業績に影響を与える不確実な要因

に係る仮定を前提としており、実際の業績は様々な要因で予想と異なる結果となる可能性が

あります。 

 
以  上 

 


